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自ら学び　たくましく　心豊かな子　
　
【知】主体的に学び、自分の見方考え方を生かしながら課題解決しようとする子を育てます。
【徳】人を思いやる心を大切にし、自他の人権を尊重して行動する子を育てます。
【体】よりよい生活習慣を身に付け、健やかな身体をつくろうとする子を育てます。
【公】地域の自然や社会から学び、積極的に関わろうとする子を育てます。
【開】グローバルな視野をもち、多様性を尊重し共生しようとする子を育てます。

学校
概要

創立 79 周年 学校長 佐藤　正淳 副校長

年度版 中期学校経営方針 （ 令和 6 年度修正横浜市立 長津田小学校 令和 4 - 6

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

田奈中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜言語能力＞＜自分づくりに関する力＞

田奈中学校
長津田小学校
長津田第二小学
校
いぶき野小学校

〇自ら学び、活用・探求し、未来を拓く知を創造する子ども　〇道徳的に自立し、よりよく生き
ていこうとする子ども　〇自他の生命を尊重し、健康でたくましく生きていく子ども　〇地域の
人・社会・自然に学び、愛し、貢献していこうとする子ども

・小中ブロックにおける授業交流
・小中ブロックにおける教職員研修
・小中合同での行事の推進
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児童生徒数： 786 人 主な関係校： 田奈中学校　長津田第二小学校　いぶき野小学校

三木　雄太 2 学期制 一般学級： 25 個別支援学級：

担当 重点研推進委員会

徳 人権教育
①校内だけでなく、校外でも気持ちの良い挨拶ができるように、子ども主体の取組を取り入れながら、支援していく
②子どもが主体となって発信する「長津田ピンクシャツデー」の取組を増やし、人権意識のさらなる向上を目指す。
③個別支援級や特別支援教室等の理解を深めるために年度当初に発達段階に合わせて紹介をする。

中
期
取
組
目
標

〇対話を大切にし、主体的に課題を解決する子どもを育みます。
・一人ひとりの子どもが学習の楽しさを実感し、自分の見方・考え方を生かしながら課題解決に取り組むことができる授業づくりを推
進します。
・人との関わりの中で、互いを認め、思いを伝え合うことのできる豊かな人間関係力の向上を図ります。
・地域の教育資源を生かし、協働して課題解決する力やコミュニケーション力を高めます。
・教職員間の連携や相互啓発を促進し、学校教育目標の実現に向けて活力ある組織的な取組を行います。

重点取組分野 具体的取組

知 授業改善
①重点研究を中心にし、他教科においても子どもが自ら問いを見つけられる授業づくりについて教材研究や授業改善を進めていく。
②子どもが見方・考え方の成長を実感できる授業のあり方について研究を進め、子どもが「分かった」「おもしろい」に繋がる授業実践を目指す。

公
開

自分つくり教育
①年度の初めに、総合的な学習の時間の全体計画を教職員で共有し、計画的に学習活動を進めていく。
②２～６学年の「自分づくりパスポート」の様式を統一し、系統的に子どもの育ちを捉え、活用できるようにする。

担当 生活総合

担当 人権委員会

体 健康教育
①児童の運動に対する意識向上を図り、運動への関心を高めるために縄跳び等といった取り組みやすい活動を行う。
②児童が自らの体に関心をもち、健康に過ごすための力を身に付けるために養護教諭、栄養職員を中心に全職員で保健指導・食育指導、委員
会活動を実践する。
③全校児童が安全に楽しく体を動かすことができるように、校庭環境を整える。担当 体育部・学校保健食育推進

人材育成・
組織運営(働き方)

①５年次以下の職員を中心にメンターチームを組織し、ミドルリーダー以上の教員が講師となって月１回の活動を継続して行う。
②教務会、企画会、職員会議を軸に、見通しをもった教育活動の計画、実施、評価、改善を進める。
③「すぐーる」の運用の整備を行うことともに、ロイロノート等を含むICT機器を活用した事務の効率化や情報の共有化を図る。

担当 教務部・メンターチーム

いじめへの対応
①児童アンケートの結果を日々の学級指導に活かし、いじめや不登校の未然防止に努める。
②月１回の定例会のほか、必要に応じていじめ防止対策委員会を実施し、いじめの早期解決に向けてチームで対応をしていく。
③いじめを起こさない風土づくりのために子どもと教職員の人権意識の向上を図り、いじめの未然防止に努める。

担当

児童指導
①子どもたちの実態や指導の目的を考えながら、実用的な長津田小ガイドになるように改善を図る。
②児童支援専任がリーダーとなり各学級の実態に応じた横浜プログラムを日常的に実践する。
③不登校の未然防止に取り組むとともに、個別の教育支援計画を作成し、全教職員が共有できるように視覚化する。

担当 児童指導特別支援

特別支援教育
①一般学級と個別支援学級の一層の連携強化に向け、教職員向けのオープンディや特別支援教育研修を積極的に行う。
②チャレンジルーム（学習支援）や、ながつたルーム（情緒支援）、どこでもスタディ等を活用し、誰一人取り残さない学びの支援体制づくりに取り
組む。
③個の発達に応じた適切な支援について、教職員のスキルアップに取り組む。担当 児童指導特別支援

担当

地域学校連携
①田奈中ブロック幹事校として、小中連携協議会を計画したり、授業参観を行ったりすることで情報共有を図る。
②定期的にホームページを更新し各学年の活動を発信していく。
③公式インスタグラム(Nagasta)を開設し、学校情報を積極的に発信する。

担当 地域連携


